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子どもの好奇心や探究心を育む環境・援助とは

広　兼　　睦

1　研究の目的と背景

　中央教育審議会答申（1996）において，幼稚園

では「健康な心身，社会生活における望ましい習

慣や態度，自発性，意欲，豊かな感情，物事に対

する興味・関心，表現力等といった小学校以降に

おける学習の基盤となるものをしっかりと育て

ることは（中略）　『生きる力』を育む教育に大い

に資することとなるものである」1）と述べている。

ここでいう「生きる力」というのは，①自分で課

題を見っけ，自ら学び，自ら考え，主体的に判断

し，行動し，よりよく問題を解決する能力②自ら

を律しつつ，他人と協調し，他人を思いやる心や

感動する心など豊かな人間性とたくましく生き

るための健康や体力である2）。

　社会がめまぐるしく変化していく今日，「生き

る力」が必要とされている。　「生きる力」を身に

つけた，これからの時代を生きぬいていく上で必

要とされている人材について秋山仁（2013）は，

「人やものごとに広く好奇心や関心をもち，探究

心や意欲，行動力があり，グローバルな環境で多

種多様な人々と協調してやっていける，しなやか

で幹の太い人間であるj3）と述べている。

　幼児期は，これらの基礎を培う大切な時期であ

り，特に好奇心や探究心と言うのは学びの基礎力

を培うものとして大切なものである。幼児は，周

囲の様々な環境にかかわり，　「面白そう」　「もっ

と知りたい」と興味関心をもつことで，好奇心を

高めていき，また「なんでだろう」　「どうしてだ

ろう」と不思議に感じたり，疑問をもったりする

中で，実際にやってみて，思うようにいったり，

いかなかったりする楽しさを味わいながら探究心

を育んでいくのである。これらの経験が，幼児期

の子どもにとって大切なものであると考える。

　しかし，実際の4，5月の4歳児の子どもの姿

は，興味があるものの一歩が踏み出せなかったり，

やってみるものの上手くいかなくなると諦めてし

まったりする子どもが多いように感じた。

　そこで，本研究では，4歳児の好奇心や探究心

を育むために必要である環境・援助を明らかにす

ることを目的とする。

2　4歳児の好奇心・探究心とは

　本研究での4歳児の好奇心・探究心とそれらが

育まれている子どもの姿として，現段階では次の

ように捉えている。

（1）好奇心

　好奇心とは，様々な環境とかかわる中で，事物

に対して「面白そう」　「やってみたい」と思いを

もつことである。

　また，それが育まれている姿として，　「面白そ

う」　「やってみたい」と興味関心をもったことに

対して，自分なりにやってみようと行動する姿と

捉えている。

（2）探究心

かかわる中で，　「な

う」と疑問をもち，

」という思いをもっ

姿として，自分が感
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じた疑問に対して，自分なりに考えて答えを見つ

けてみようとする姿と捉えている。

すごいね，おねえちゃんたち」と答えるとF女が

「せんせい，Fちゃんたちもおねえちゃんたちみ

たいなあわあわがしたい！」と答える。

3　研究の方法

（1）対象児

　年中組4歳児25名（男児11名女児14名）

（2）観察期間・場面

　平成25年7．月～11月

　好きな遊びをしている場面とまとまった活動を

している場面

（3）方法

　上記の場面で，子どもたちの好奇心や探究心が

高められていると感じられるエピソードを記録す

る。そのエピソードを教師が行った環境援助を中

心として分析を行い，教師のかかわりが好奇心や

探究心を高める環境援助として適切であったか，

または効果的であったかを検討し，好奇心や探究

心を高めるさらによりよい環境援助とは何かを明

らかにする。

4　実践事例

実践例1　泡遊び（7月）

①「Fちゃんたちもやりたい！」

〈背景〉

　この時期の年中児たちは，色水遊びに夢中に

なっていた。しかし，年中児よりも少し先に，年

長児のクラス前の園庭には，石けんとおろしがね

を用意した泡遊びのコーナーを設けていた。泡遊

びのコーナーがあることをF女は見つけたのであ

る。

　「せんせい，みて一！」と嬉しそうに泡の入っ

た袋を見せにくるF女。教師が「うわ一！すごい

ね！それ，どうやって作ったの？」と尋ねると，

F女が「お姉ちゃんが作ってくれた。なんかね，

石けんをゴシゴシしてからね，すりつぶしてね，

お水に混ぜるんだって」と答える。教師が「へ一。

【考察】

　F女は，毎日のように色水遊びをしていたのだ

が，年長児の泡遊びのコーナーを見ることによっ

て，泡遊びが「面白そう」と感じており，新しい

遊びに対して興味関心をもったのだと考える。ま

た，そこで年長児に泡をもらうことで，「お姉ちゃ

んたちのように自分も泡遊びをやってみたい」と

いう思いへと変化したのだと考える。

　これは，教師が泡遊びのできる環境をすぐに用

意するのではなく，意図的に年長児の遊ぶ姿を見

せることによって，「わたしもやってみたい」と

いう思いへとつながっていったのだと考える。

②「おねえちゃんたちみたいな，あわあわができ

　　んのんよ」

〈背景〉

　年長児が泡遊びをしている姿を見て，　「おねえ

ちゃんたちみたいな，あわあわ遊びしたい」とい

う子どもたちの姿が見られた。そこで今回は，年

長児とのかかわりがもてるように，年長児のクラ

スと年中児のクラスの間の園庭に，石けんとおろ

しがねを用意した泡遊びコーナーを設けることに

した。

　F女とG女は，泡遊びのコーナーでひたすら石

けんを泡立てて遊んでいる。しかし，少し不満そ

うな顔をしているF女。教師が「すごいね，あわ

あわいっぱいできたね」と声をかけると，F女が

「これじゃ，ダメ！全然ダメ！ね，Gちゃん！」

と言い，G女もコクリっとうなずく。そして二人

は，また黙々と泡をかき混ぜている。教師が「ど

うして，これじゃ，ダメだと思うの？」と尋ねる

と，F女が「おねえちゃんたちのあわあわは，こ

んなんじゃなかったもん」と答える。G女も「あ

のね，お姉ちゃんたちのあわあわは，もっと落ち

ないあわあわだった一」と答える。しばらく二人
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は「もっと，かき混ぜた方がいいのかな一」など

と言いながら，諦めずに繰り返し，自分たちの理

想としている泡に向けて泡づくりをしている姿が

見られる。

【考察】

　「おねえちゃんたちのあわあわは，こんなん

じゃなかったもん」　「あのね，おねえちゃんたち

のあわあわは，もっと落ちないあわあわだった一」

と言う言葉から，二人は“年長児のような泡が作

りたい”という思いをもっていることが分かる。

その泡を目指して繰り返し泡づくりをしていると

考える。

　教師が意図的に年長児の後に泡づくりのコー

ナーを設けることで，年中児にとって，年長児が

泡づくりのモデルとなる存在へと変化していった

と考える。その為，年長児のような泡を作るため

にはどうしたらいいのかを自分なりに試しながら

諦めずに繰り返し作る姿へとつながっていったと

考える。

実践例2　しゃぼん玉遊び（9月）

①「魔法の液」

〈背景〉

　まとまった活動で，クラスで初めてしゃぼん玉

活動を行った。みんなが楽しそうにしゃぼん玉遊

びをしている姿をじっと見ているものの，なかな

かやってみようとする一歩が踏み出せないA男が

いた。

　A男に対して，教師が「すっこい楽しいよ。A

君，先生と一緒にやろう」と声をかけると，A男

は戸惑いながら悩んでいる様子である。教師が，

「この液はね，先生が作った魔法の液なんよ。す

ごいでしょ」というとA男は興味深々にコップの

中を覗き込みながら，液をいれる様子を見ている。

周りの子どもたちも教師とA男のやりとりを見

て，近くに集まって一緒になって液を入れる様子

を見ている。周りで見ていたB女が「どうして魔

法の液なの？」と近くに寄ってきた。　rこれは，

みんなも知っているものを3つ混ぜて作ったん

よ」と教師が答えると，一緒に見ていたC女が「何

を3つ混ぜたん？」と尋ねる。教師が「何だと思

う？」と尋ねると周りにいた子どもたちが「石け

ん」　「水」　「しゃぼん玉」など口々に答える。教

師は「魔法の液だから，ひっみつ一！」と笑って

答える。A男は，その様子を笑顔で見ている。そ

の後，道具をもらったA男は，周りにいる友だち

と一緒に泡をぶくぶくさせながら楽しんでいた。

【考察】

　A男は，慣れ親しんだもの以外に対してなかな

か一歩踏み出せないでいる姿が見られていた。

　しかし教師が，しゃぼん玉液を「魔法の液」と

呼ぶことによって“『魔法の液』ってどんな液な

んだろう”というA男の「魔法の液」に対する興

味関心から，コップの中を覗き込む姿へと変化し

たのだと考える。また，周りにいる友だちと教師

とのやりとりを見ることによって，　「面白そう」

「やってみたいな」という思いへと変化し，自分

もやってみようとする姿につながったのだと考え

る。

②「始めはゆっくりして最後はシュッとするんよ」

〈背景〉

　ストローだけではなく，トイレットペーパーの

芯やラップの芯を使ってしゃぼん玉遊びを楽しん

でいる際に，D女が「鏡ができたらしゃぼん玉が

できるんよ」と言い，しゃぼん玉の膜について気

づきがでた。そこで，教師は輪がさらに大きめの

モールを出してしゃぼん玉遊びを始めた。しかし，

大きい輪なので口で息を吹いてもなかなかしゃぼ

ん玉ができずD女は「もう！鏡ができとるのに，

全然，しゃぼん玉ができん！」と言い，モールを

籠の中に収めてしまった。

　D女は，みんながモールで試している様子を見

ている。　「それ，そうやってもできんよ」と試し

ているみんなに伝えている。教師が「どうして，

できんのんかね？」と問いかけると，D女は「分
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からん！」と答える。教師が「ん一。困ったねえ。

どうしたらいいんじゃろう」と周りにいる子ども

たちに尋ねると，みんなの様子を近くで見ていた

E男が「風がたりんのんじゃない？」と答える。

教師が「風か！なるほどね！風がたりんかったん

かね？」というと，さっきまで見ていたE男がモー

ルを手に取り，しゃぼん玉液をっけて走り出す。

すると，モールにっいたしゃぼん玉液がふわっと

膨れるが，すぐにパチンっとわれてしまう。それ

を見ていたD女や周りの子どもたちも一緒になっ

てモールを持って走り出す。しかし，だれがやっ

てもふわっと膨らむものの，しゃぼん玉にはなら

ない。E男が「もうちょっとでできそうなのに，

できんねえ」と言う。教師が「あとちょっとのと

ころでパチンってなるよねえ。どうしてかねえ」

と尋ねる。するとD女が「あ！もしかすると早す

ぎるんかもしれん」と答える。今度は，ゆっくり

とモールを持っている手を動かしたり，早歩きを

したりしながら，周りにいる友だちと一緒に試め

している。すると，「できた！」とひときわ大き

な声でE男が叫び，E男の周りに一緒にやってい

た子どもたちも集まる。「せんせい，みよってよ」

とE男は言い，大きなしゃぼん玉を作ってみせる。

「うわ一！すごいね！大きいしゃぼん玉ができ

た一！どうやって，やったらいいん？」と

教師が尋ねると「あのね，始めはゆっくりして最

後はシュっとするんよ。そしたら，できる」とE

男が答える。それを聞いたD女や周りの子どもた

ちもE男のアドバイスを聞いて，自分なりにやっ

てみる。しばらくすると「わたしもできた！」と

D女がにっこり笑う。

図1　「こうやってやるんよ」

【考察】

　繰り返しやってもできないD女は，あきらめて

しまいモールを籠の中に収めてしまう姿が見られ

ていた。

　しかし，教師が友だちの気づきを周りに知らせ

ることによって，E男の「風がたりんのんじゃな

い？」という言葉を聞いたD女は，E男の言葉に

対して「そうなのかもしれない。やってみよう」

という思いから，再びモールを手に取りしゃぼん

玉遊びを始めたのだと考える。

　また，子どもの疑問に対してすぐに教師が答え

をだすのではなく，　「どうしてかねえ」と子ども

たちに投げかけることで，子どもたちは「どうし

てだろう」という疑問を持ちながら，自分なりに

繰り返しやってみようとする姿が見られたのだと

考える。

実践例3　「どんぐりやさんごっこ」　（11月）

①「茶色の色水，はっぱの水なんよ」

〈背景〉

　クラス前に椅子を置いておくと，子どもたちは

椅子を動かしどんぐりやさんごっこをして遊んで

いる。しばらくすると，遊ぶ人数が減ってきた。

　そこで，子どもが椅子を置いた形からさらに椅

子を増やし，コの字形に椅子を動かして環境を変

化させ，適度な囲いのある空間づくりを行った。

すると，変化した空間に面白さを感じた子どもた

ちは，その日から新しいどんぐりやさんごっこを

するようになった。
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　H女が「せんせい，みて」と言い，茶色の水を

教師に見せる。教師が「うわ一！茶色の水じゃん！

これ，どうしたの？」と尋ねると，　「わからんけ

ど，なんかこの中の汁をとった」とH女が答える。

どうやら，葉っぱと水を入れておいた容器の中の

水が変化していたようである。教師が「どうして，

茶色の水になったんかね？」と尋ねると，H女は

「ん一。Hちゃんがやろうとおもったら，茶色に

なっとったけん，わから一ん」と答える。

　次の朝もいつものようにH女が遊んでいる。茶

色の水を使って料理を作っている。教師が「茶色

の水，今日もあるんだね」と言うと，　「うん，昨

日ね，この入れ物にまた水を入れてから作ったん

よ」とH女が答える。教師が「へ一！そうなんだ。

葉っぱの中に水を入れたらできるんだね」と言う

とH女は「でもね，葉っぱの色じゃなくて茶色な

んよ！」と驚いたように答える。教師が「そうな

んだ一。どうして茶色になるんかね？」と言う。

するとH女は「何でかはわからん。ちょっと新し

いのももう一個作ってみる」と言い，新しい容器

に葉っぱと水を入れて作っている。

　数日経ち，いつものようにどんぐりやさんごっ

こをしている。教師が様子を見に行くと，驚いた

ような顔でH女がかけよってきて，「せんせ一い，

また茶色の色水できたよ！あのね，この入れ物に

入ってる葉っぱがあるじゃん！水を入れてね，

ずっと置いといたら，この葉っぱの汁がでてくる

けん茶色になるんよ！」とH女は目を見開いて驚

いたように言う。

【考察】

　H女は，何気なく遊んでいると水の色が茶色に

変わっていることに気づいている姿が見られる。

しかし，なぜ茶色の水へと変化したのかはわかっ

ていないと考える。

　H女は，どうして茶色の水へと変化したのかを

見つけようとして遊んでいたわけではないが，繰

り返し遊んでいる中で，少しずつ茶色に水が変化

した理由を導き出していったのだと考える。

　この茶色の水は，葉が水にずっと入れているこ

とによって変色をしてできたものである為，混ぜ

るとすぐに色水ができるわけではない。その為，

H女のように，変化した空間を好み，繰り返しど

んぐりやさんごっこをして遊んでいる中で，茶色

の水ができるという変化を見つけることができた

のだと考える。

　教師が，子どもの遊びの環境に変化を加えるこ

とによって，子どもたちは遊びを変化させ新たな

どんぐりやさんごっこが始まったのだと考える。

また，適度に囲まれた空間というのが，子どもた

ちが好む空間だったこともあり，繰り返し遊ぶ子

どもの姿へとつながっていったのだと考える。

　そして，子どもたちは繰り返し遊ぶ中で，初め

は疑問に思っていなかったことに対して疑問をも

ち，その疑問から日々遊んでいる中での変化を見

つけ，その疑問に対する答えを導きだしたのだと

考える。

5　実践を終えて

図2　「茶色の水すごいね」

　実践を積み重ねる中で，4歳児の好奇心や探究

心を育む教師の環境・援助のあり方について次の

ようなことが大切だと考える。

①「やってみたい」という意欲を育む魅力あるネー

　ミング

　実践例2の①で，教師はしゃぼん玉液を「魔法

の液」と呼び，特別感のでるようなネーミングを

つけた。

　そうすることで，なかなかやってみようとする

一歩を踏み出すことのできなかったA男だったが
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“魔法の液ってどんな液だろう”という興味関心

をもつことができたのだと考える。このきっかけ

を作ることが，A男の「面白そう」　「やってみた

いな」という好奇心を高めることへとつながって

いったと考える。

　このように，そのままの名称で呼んでしまうと

普通なのだが，　「面白そう」　「なんだろう」と思

えるようなネーミングをつけることによって，普

段とは違う特別感を出すことができる。子どもの

好奇心を高める効果があり，なかなか一歩を踏み

出すことのできない子どもにとっての援助として

大切である。

②「なんでだろう」から「どうしたらいいのだろ

　う」へと進むための，思いを支える教師のかか

　わり

　実践例2の②と実践例3の①で，教師は子ども

が疑問に思ったことに対して，　「そうだね」と共

感した上で「どうしてかなあ？」いう投げかけを

行った。

　実践例2の②では，モールでしゃぼん玉ができ

なくて困っているD女だったが，教師が「どうし

てかなあ」と投げかけることによって，周りにい

ると子どもたちと一緒に考えながら，自分なりに

試してやってみようとする姿が見られた。また，

実践例3の①では，始めはどうして茶色の水に

なったのかということに対して，深く疑問をもっ

ているようではなかったH女だが，教師が「どう

してかな」という投げかけを積み上げることに

よって，少しずつ「どうしてかな」という探究心

をもつことにつながった。そして，新しい容器か

らもう一度，葉っぱと水を入れて作ってみようと

する姿が見られた。

　「どうしてかなあ？」と投げかけることによっ

て，疑問に感じたことに対して「どうしてなんだ

ろう」　「どうしたらいいのだろう」と子どもなり

に考えることにより探究心が育まれると考える。

　このように，子どもの探究心を育むためには，

まずは教師が子どもの遊びの中から子どもが感じ

る「なんでだろう」を見つけ出し，子どもがその

疑問に対して「知りたい！」と思えるようなかか

わりをしていくことが大切である。そして，その

疑問に対して「どうしたらいいのだろう」と自分

なりに考えることができるように，教師が子ども

の気づきに対して，しっかりと共感したり，一緒

になって考えたりすることが大切である。

③友だち（同学年）と刺激し合えるような，教師

　のかかわり

　実践例2の②で，E男が「風がたりんのんじゃ

ない？」答えたことを教師が「風か！なるほどね！

風がたりんかったんかね？」と全体に聞こえるよ

うに復唱し，子どもの気づきや思いを周りいる友

だちに伝え，さらに投げかけを行った。

　E男の気づきを全体に聞こえるように投げかけ

ることによって，やってみるとできるかもしれな

いというD女の気もちの変化が見られた。さらに，

友だちの気づきを受け入れながら，やってみるこ

とにより，D女の「あ！もしかすると早すぎるん

かもしれん」という，さらに新しい気づきへとつ

ながっていると考えられる。

　このように，教師は子どもたちの考えややり方

を言葉にして，周りにいる友だちに伝えることに

よって，友だち同士が遊びの刺激となっていくの

である。刺激となっていくことで，　「やってみよ

う」という好奇心を高めたり，「どうしてだろう」

という探究心を育んだりすることへとつながるた

め大切なのである。

④年上の年長児から刺激を受けることのできる環

　境構成

　実践例1の①と②で，あえて教師が年中児よう

の泡遊びのコーナーを年長児よりも先に作らない

ことによって，年長児の遊びの姿を見ることので

きる環境構成を行った。

　それにより，実践例1の①の「Fちゃんたちも

あわあわづくりやりたい」というF女の言葉から

もわかるように，年長児の姿を見て「面白そう」

だと感じ，さらに「やってみたい」という気もち

が生まれたのだと考える。さらに実際に，やって
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みることで実践例1の②では，　「おねえちやんた

ちのあわあわは，こんなんじゃなかったもん」「あ

のね，お姉ちゃんたちのあわあわは，もっと落ち

ないあわあわだった一」と答える姿から，お姉ちや

んたちのような泡を作りたいと思えるモデルの存

在がいることにより，お姉ちゃんたちのような泡

を作るためには「どうしたらいいのか」を自分な

りに考えながらやっていると考える。

　これらのことから，教師が異学年の刺激を受け

ることのできるような環境を作ることで，　「こう

なりたい！」というモデルの存在が生まれ，自分

の目指す目的に向けて，やってみようとする姿へ

となったのだと考える。

　好奇心や探究心を育む上で，異学年の刺激を受

けることのできる環境とまたその遊びのモデルと

なる存在とのかかわることのできる環境づくりが

大切である。

⑤繰り返し遊びたくなる空間づくりとそれを支え

　る教師のかかわり

　実践例3の①で，教師は椅子の数を増やして形

を変えることで，マンネリ化していた環境に変化

を加える子どもの遊びを支える空間づくりを行っ

た。

　クラスの目の前にある空間を利用することによ

り，常に友だちが出入りをする為，いろいろな友

だちとのやりとりが生まれ，そのやりとりが遊び

を支えていたのだと考える。さらに，椅子をコの

字型にすることによって，適度な囲いのある空間

ができることにより，自分たちのテリトリーとし

て安心して遊ぶことのできる環境が遊びを支えて

いたと考える。その為，日々繰り返し遊ぶことに

よって，さらに遊びの内容がふくらんでいる様子

が，図3，図4からもわかる。

　遊ぶ中で感じた疑問を，繰り返し遊ぶことに

よって変化に気づきながら，時間をかけて少しず

つ探究心が育まれていったのだと考える。また，

教師が子どもの疑問に対して，すぐに答えを出そ

うとするのではなく，子どもの様子をしっかりと

見ながら言葉がけをしていくことにより，時間を

かけながら疑問に対して子どもなりの答えを見つ

け出せることができるのだと考える。

　これらのことから，繰り返し遊ぶことが，好奇

心や探究心を育むために大切であり，さらに空間

だけではなく，そこへ教師が子どもの姿を細かく

とらえて，しっかりと寄り添いながら言葉がけを

していくかかわりが大切である。

図3　机を並べただけの環境

図4　コの字型の空間での環境

　以上のように研究をすすめる中で，子どもの姿

の変容から，4歳児は様々な環境へのかかわりを

通して，　「面白そう」　「もっと知りたい」　「なん

でだろう」「どうしてだろう」という思いをもち，

その思いの芽生えから，好奇心や探究心が育まれ

ることに繋がっていくのだということが分かった。

しかし，教師が子どもその思いをしっかりと見取

り，かかわっていかなければ，子どもに好奇心や

探究心の芽生えがあっても，それが育まれないこ

ともあるのではないかと考える。その為にも，好

奇心や探究心を育むための教師が行う環境・援助

がいかに重要であるかということが，今回の研究
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を通して改めて分かった。その中でも，特に上記

にある5つの環境・援助については，子どもの好

奇心や探究心を育む上でとても大切であると考え

る。

　この時期（1月）の子どもたちの姿は，新しい

ことにも意欲をもって自分なりにやってみようと

する姿や友だちとやりとりをしながらどうしてだ

ろうと考えながらやってみようとする姿が，少し

ずつ増えてきているように感じる。

　今後もこれらの実践を生かして，子どもたちの

好奇心や探究心を育む保育を行っていきたい。ま

た，今回で取り上げた環境・援助以外にもより効

果的で大切である環境・援助とは何かをしっかり

と積み上げていきたい。
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